





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































読了することはまず不可能である。われわれ読者は、つまづきながら、かなりの忍耐をもって、考えを凝らしながら、よみ進まねばならない。とくに内外の学者が書いた社会 の論著は、どれも を その中に閉じ込めてしまうほどの吸引力をもっ いない。
だれもが無味乾燥な叙述、論旨のあいまいさと難解さに辟易する。科学というものは、本来難解 旨とするものでなく、正確さと平明さを生命


















































































































































































































































































ジンメルによると、 “社会”は無生物や有機体とおなじく、 “全化”と“分化”とを営むも だという。社会は不明確かつ不緊密であり、同質性


































































































































































と。著者 、社会学の初心者がなさねば らぬこ 斯学の理論的知識をうることだといって る そのしごとがおわったら、つぎになすべきことは、社会の活動をじっさい観察することだという。
社会の観察とじぶんで図書館でおこなった 理論とを対照比較してみて そこに なる差異があるかを発見し、徹底的に考究せねばなら
ぬといっている。
社会学を研究するにしても、さまざまの 問題があり、その中からわれわれはある一つのテーマを選び、研究範囲 限定 小細な研究をす
る必要がある。研究をなすにあたって、まずわれわれは問を設定し、それについて調べ、考察し、問題 解明しようとす わ われはふだんから問題をあたため、それ 解く資料をあつ 、一定の結論に至ったら活字にして発表する がふつうである。発 なり、何らかの発見がないかぎり、文章化して世間に発表するこ はない。
図書館とは、一般書や参考図書（辞典、資料集、全集など）などのほか、記録など原史料を整理・保管 ている施設の意 が なんとい

















































































































































































































































































































































































来たのでないという。社会があるところに、個人が生まれたのである。社会生活の意味 、宗教意識によってのみ理解できるとし、その宗教意識において み、人生の意味を表現できるという。人間の意識の発達によって、 まざまの価値ある現象が生じており、宣伝の現象もそ 一つだと
いう。
宣伝にも宗教宣伝、経済宣伝といったとくべつなものがある。宗教宣伝





































































九二六）慶大教授。昭和十七年（一九四二） 、 「大日本言論報国会」の理事をつとめ、同十九年（一九四四）海軍省嘱託となり、終戦を上海で迎えた。戦後、山口 学教授、日本大学教授を歴任するかたわら、読売新聞論説委員をつとめた。
加田の活躍分野は多岐にわたり、著書・論文・評論・時評と、旺盛な執筆活動をつづけた。同人が著わした『近世社会学成立史』 （昭和
3・
2）は、慶応の経済学部で講じた“社会学史”の講義である 「序」 ） 。本書はけっして学者に示すため 書かれたものではなく、社会学をはじめて学ぶ者のために、社会学的研究法がどのようにして発達してきたか、
その一斑を伝えるために編述されたものという。大学の社会学の専門学部においてすら、社 学 歴史や日本におけるその伝来史について十分な知識をもたぬ者まで、いっぱしの学者顔をして、自分の専門とするところをえらそうに講じているのが現状である。かれらは押しなべて一知半解の徒である。
著者は、社会学を研究するには、 「先ず斯学の歴史から始めなければ らぬ。ことに大学の講壇において、それが講述せらるゝ場合においては、
講述者の体系に先き立って述べられるべきものは「学史」でなければならない」としている（ 「序」 ） 。





































































































































































































































































es règles de la m
éthode sociologique （ 『社








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ぼう大な論文の集体物。特殊研究物（局部的対象または一方的立場からする研究） 。きわめて通俗的 一般紹介書。歴史的叙述型の研究書（新旧の学説を紹介したもの） 。羅列書（内容を除外した単なる方法論、漠然と 多くの問題項目をならべたもの） 。
このあと日本の学界においてようやく認められるようになった、文化社































































































































































































ボロだった。そのあいだ学生は何をし かというと、ペンにインクをつけ 字を書いていた。作文を書いてい のか と聞くと、文科大学の学生だって、作文ひとつ書けない者も多かった う。
大学の講義をラジオで中継放送すれば、万人に高等教育の機会をあたえることができるのに、それはおこなわれなかった。老教授に二十年まえ






わか勉強して作ったノートは、一時間半たたぬうち 種切れ なるから、鐘も鳴 ぬうちに、 「きょうは用があ から」とか何とかい 学生をだますと、教室を出てゆく。
大学には“赤化教授”という者がいた。日本□□党の長老河上某博士がそうだが 大学にお上の手が入るようにな と、マルクスでだいぶ原稿














になるという。けれどまだ初歩の域を脱し いない、と謙虚に告白している。著者のみ ころ、日本の社会学界 研究のすう勢は 理論的であり、専門の領域を脱していないことであった。社会学というもの 社会 大衆 も
のであるはずのところ、それが現実の社会と隔縁しているように感じられた。
社会学は、 “社会人（大）衆”の必須の学である要素を多分にふくんでいながら、じっさいはどうかというと、社会の大衆のものでなく、一部



















































































































































について、著者は社会学の目的は、文明開化の世に処する人間 生活態度の理解に 明快なる思念をあたえるにあると。しかもこの社会学は不運児だという。なぜなら、一般 読書家からみれば、社会学はとうてい理解できないものだからである。あるいは不必要視され、ある は 政策、社会問題 誤解されているからである。
十九世紀後半に孤々の声をあげた社会学は、アメリカの社会学会において“実査的研究”または部分的研究の段階に入った。が、ドイツにおい
（38）71


















































































































































































































































































































教育的社会学 性質や効用、役割についてのべてみよう。著者 カンサス大学の教育的社会学教授スミスの言を引いて、教育的社会学 定義を






九○七年から八年の冬期中、毎日曜日、シカゴのガーリック劇場でおこなった十回講義を反訳したものである。訳者 よると 日本の労働者階級は、人類の最大功績である科学の世界から遮断され、わずかに官学者によって曲解された知識を与えられているにすぎないという。労働者階級にとっていちばん必要なこ は、知識や科学といった有力なる武器を味方として手に入れることだという。
ブルジョアの科学者は、生物学的進化論にもとずき、異なれる経済的階級の存在と、特権階級の支配とを是認しようとしている。もしプロレタ
（42）67

















































































































































































































































































































































































































































































































































































てシュパンは、社会学説を積極的かつ体系的に展開した。シュパンによると、社会とは独立的な個人の総和なのである。社会現象をとらえ規定する概念は、個人主義と全体主義だという。社会の本質とその淵源は、精神的協同体のうちにあるという（ 『訳者序言」 ） 。
フィーアカントのものは、
Staat und G
esellschaft in der G
egenw
art,	1921	 を反訳したもので、社会学と社会問題に関心がある読者にとって好書だ



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































性のものといってよい と。主義というものは一つの見方、あるいは一つの立場から生れたものである。その意味において、どんな主義も、一面性のも である。ということは、偏したものである。「現代（社会）思想の批判」は、いまの思想をきわめて概括的に批判したものである。著者は世間でよくいわれる“思想国難”について、こんなことをのべている。それを摘記すると ─こんにちの思想界には、極端な左傾思想と右傾思想がある。右傾の思想は、左傾の思想によってうごかされたものであり、もしくはそれを取り入れたものである。左傾の思想と右傾の思想は、ほんの紙一枚のちがいである。この二つの思想は、こんにち日本社会に跋
ばっこ
扈跳梁している点から考えると、わが国のこんにちは噴火山のうえに建っているようなものである。
こんにちわれわれが当面している思想 は、 “マルクス主義に とづいた思想”である。そのいかなる点が危険であり、またまちがっているのか。第一に論ずべきは唯物史観である。これは歴史を説明する き、物質すなわち経済をもってせんとしたものである 社会におけるすべての事物、法律・政治・宗教・芸術 どは、経済関係の基礎のうえに立っており、経済関係によって生みだされて る。
世間にはマルクスの唯物史観にとらわれている学者もかなりいるようだが、これはまちがった考えであるから、どこまでも排撃せねばならない。





















































































































る研究資料であるが、具体的事実の現地調査の資料のうえに思惟の起点 置くことが必要であ と い、民俗学・文化史・農業史・法制史にも資






























































































































































4） 『近代日本社会学者小伝』 （勁草書房、平成十年十二月） 二九七頁。
（
5）注（
2）の二五三頁。
（
6）注（
2）の二九九頁。
（
7）注（
2）の三四五頁。
（
8）注（
2）の二二二頁。
（
9）注（
2）の二五三頁。
（
10）注（
2）の五二頁。
